
１ 

請
求
の
要
旨

　

(

原
文
の
と
お
り)

(

１) 

財
務
会
計
上
の
不
当
行
為

　

宮
脇
町
長
は
、
平
成
31
年
３

月
に
「
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・

リ
ゾ
ー
ト　

フ
ェ
ス
パ
」
の
指

定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社
い

き
な
ス
ポ
レ
ク
に
、
不
適
切
な

補
助
金
を
支
出
し
、
町
民
に
大

き
な
損
失
を
与
え
た
。

(
２) 
理
由

　

宮
脇
上
島
町
長
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
よ
り
新
た
な
指
定

管
理
者
と
し
て
運
営
を
始
め

た
、
自
ら
が
社
長
で
あ
る
株
式

会
社
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
へ
、
平

成
31
年
３
月
８
日
に
支
出
し
た

補
助
金
２
，
７
５
０
万
円
の
支

出
根
拠
は
、
上
島
町
と
株
式
会

社
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
が
結
ん
だ

「
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ

ー
ト　

フ
ェ
ス
パ
の
管
理
に
関

す
る
基
本
協
定
書
」
第
35
条
に

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
第
35
条
第
３
項
に

は
「
不
可
抗
力
の
発
生
に
起
因

し
て
乙
に
損
害
・
損
失
や
増
加

費
用
が
発
生
し
た
場
合
、
当
該

費
用
に
つ
い
て
は
合
理
性
が
認

め
ら
れ
る
範
囲
内
で
甲
が
負
担

す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
乙

が
付
保
し
た
保
険
に
よ
り
補
填

令
和
元
年
10
月
３
日
付
け
で
提
出
さ
れ
た
上
島
町
職
員
措
置
請
求
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
査
を
実
施

し
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
12
月
４
日

上
島
町
代
表
監
査
委
員　

森
本　

英
隆

上
島
町
議
選
監
査
委
員　

濱
田　

高
嘉

住
民
監
査
請
求
に
か
か
る
監
査
結
果

  

第
１　

監
査
の
請
求

さ
れ
た
金
額
相
当
分
に
つ
い
て

は
、
甲
の
負
担
に
含
ま
な
い
も

の
と
す
る
。
」
と
あ
り
、
「
用

語
の
定
義
」
に
は
、
「
不
可

抗
力
と
は
、
天
災(

地
震
、
津

波
、
落
雷
、
暴
風
雨
、
洪
水
、

異
常
降
雨
、
土
砂
災
害
等)

、

人
災(

戦
争
、
テ
ロ
、
暴
動
等

)

、
法
令
変
更
、
及
び
そ
の
他

甲
及
び
乙
の
責
め
に
帰
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
事
由
を
い
う
。

な
お
、
施
設
利
用
数
の
増
減

は
、
不
可
抗
力
に
含
ま
な
い
も

の
す
る
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。

　

な
お
書
き
は
独
立
し
た
文
書

で
あ
り
、
正
式
に
は
「
な
お
、

施
設
利
用
数
の
増
減
に
よ
る
損

失
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る
損
失

補
填
の
対
象
に
含
ま
な
い
も
の

と
す
る
」
と
解
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
今
回
の
補
助
金
支

出
は
、
「
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ

ー
・
リ
ゾ
ー
ト　

フ
ェ
ス
パ
の

管
理
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」

に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
宮
脇
上
島
町
長
は
補

助
金
積
算
に
あ
た
っ
て
、
「
平

成
30
年
７
月
６
日
か
ら
７
日
の

豪
雨
に
よ
る
11
日
間
の
断
水

は
、
10
月
ま
で
の
４
ケ
月
間
に

わ
た
り
フ
ェ
ス
パ
運
営
に
影
響

が
出
て
お
り
、
以
前
の
経
営
業

者
３
年
間
の
平
均
売
上
と
の
差

額
を
補
助
金
と
す
る
。
」
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
期
間
の
根
拠
は

ど
こ
に
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

反
対
に
、
こ
の
４
ケ
月
間
の

宿
泊
売
上
は
過
去
３
年
間
平
均

よ
り
増
加
し
て
お
り
、
売
り
上

げ
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の

は
食
事
部
門
や
入
浴
部
門
で
あ

る
。

　

特
に
、
食
事
部
門
の
売
り
上

げ
は
宮
脇
上
島
町
長
の
４
ケ
月

と
し
た
影
響
期
間
以
外
の
月
で

も
、
平
成
30
年
度
12
ケ
月
間
は

過
去
の
経
営
業
者
と
比
較
し
て

毎
月
４
０
０
万
円
以
上
の
売
上

が
減
少
し
て
お
り
、
７
月
豪
雨

の
影
響
で
は
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

　

ま
た
、
議
会
で
の
決
算
認
定

議
案
資
料
に
よ
る
と
問
題
点
や

疑
問
点
が
多
く
、
そ
の
部
分
が

説
明
さ
れ
な
い
ま
ま
議
決
し
た

の
も
不
適
切
で
あ
る
。

　

従
っ
て
補
助
金
の
積
算
根
拠

と
な
る
数
字
も
、
経
費
の
調
査

を
含
め
十
分
な
精
査
が
行
わ
れ

て
お
ら
ず
不
当
で
あ
る
。

(

３) 

結
果　

　

上
島
町
か
ら
株
式
会
社
い
き

な
ス
ポ
レ
ク
へ
の
補
助
金
２
，

７
５
０
万
円
は
、
違
法
な
支
出

行
為
で
あ
り
、
町
民
に
損
害
を

与
え
た
。

(

４) 
求
め
る
措
置

　

監
査
委
員
は
町
長
に
対
し
、

株
式
会
社
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
の

補
助
金
２
，
７
５
０
万
円
の
返

還
と
、
補
助
金
積
算
の
詳
細
明

細
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
を
講

ず
る
よ
う
、
勧
告
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

　

な
お
、
事
実
を
証
明
す
る
書

面
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の

監
査
結
果
へ
の
記
載
を
省
略
し

て
い
ま
す
。

２ 

監
査
請
求
人

　
　

個
人
の
た
め
非
公
開

３ 

請
求
の
あ
っ
た
日

　
　

令
和
元
年
10
月
３
日

　

本
件
請
求
は
、
令
和
元
年
10

月
３
日
に
提
出
さ
れ
、
令
和
元

年
10
月
７
日
に
地
方
自
治
法
第

２
４
２
条
に
定
め
る
要
件
を
具

備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
、
こ

れ
を
受
理
し
ま
し
た
。

　

請
求
人
が
提
出
し
た
請
求
書

及
び
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面

か
ら
判
断
し
て
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
監
査
対
象
事
項
と
し
ま

し
た
。

❶ 

町
長
が
平
成
31
年
３
月
に

「
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ
ー

  

第
2　

請
求
書
の
受
理

  

第
３　

監
査
の
対
象
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る
も
の
と
言
え
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
そ
の
補
助
金(

災
害
支

援
金)
の
算
出
根
拠
に
妥
当
性

が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

も
❶
と
同
様
に
議
会
に
詳
細
な

資
料
に
よ
り
補
正
予
算
と
し
て

上
程
し
、
町
側
か
ら
の
説
明
の

上
、
長
時
間
に
わ
た
る
慎
重
審

議
の
結
果
で
あ
り
、
議
会
の
議

決
に
監
査
委
員
の
当
否
は
及
ば

な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

本
件
請
求
に
つ
い
て
の
監
査

結
果
は
、
合
議
に
よ
り
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
監
査
の

結
果
、
請
求
に
理
由
が
な
い
も

の
と
判
断
し
ま
す
。

ト　

フ
ェ
ス
パ
」
の
指
定
管
理

者
で
あ
る
株
式
会
社
い
き
な
ス

ポ
レ
ク
に
補
助
金
と
し
て
２
，

７
５
０
万
円
を
支
出
し
た
こ
と

が
不
適
切
で
あ
り
、
町
民
に
損

害
を
与
え
た
と
言
え
る
か
ど
う

か
。

❷ 

上
島
町
と
株
式
会
社
い
き

な
ス
ポ
レ
ク
が
締
結
し
た
「
イ

ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト　

フ
ェ
ス
パ
の
管
理
に
関
す
る
基

本
協
定
書
」
第
35
条
第
３
項
を

補
助
金
が
支
出
で
き
る
根
拠
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
補
助
金
を

支
出
し
た
こ
と
が
本
協
定
書
に

違
反
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ど

う
か
。

❸ 

フ
ェ
ス
パ
の
平
成
30
年
７

月
か
ら
10
月
ま
で
の
売
り
上
げ

の
減
少
が
７
月
豪
雨
に
起
因
す

る
も
の
と
言
え
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
そ
の
補
助
金(

災
害
支

援
金)

の
算
出
根
拠
に
妥
当
性

が
あ
る
か
ど
う
か
。

１ 

関
係
人
の
事
情
聴
取

　

本
件
関
係
人
を
請
求
者
及
び

上
島
町
商
工
観
光
課
と
し
、
令

和
元
年
11
月
５
日
に
請
求
者
、

令
和
元
年
11
月
11
日
に
商
工
観

光
課
職
員
か
ら
事
情
聴
取
を
行

い
、
請
求
に
関
す
る
確
認
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

２ 

請
求
人
並
び
に
関
係
職
員
等

の
陳
述

　

監
査
請
求
人
に
対
し
て
、
地

方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
６
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
元
年

11
月
15
日
に
弓
削
総
合
支
所
庁

舎
に
お
い
て
証
拠
の
提
出
及
び

陳
述
を
行
う
機
会
を
与
え
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
、
同
会
に
お

い
て
、
請
求
人
の
陳
述
内
容
に

対
し
て
の
関
係
職
員
等(

町
長)

が
意
見
を
述
べ
る
陳
述
を
行
い

ま
し
た
。

❶ 

町
長
が
平
成
31
年
３
月
に

「
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ
ー

ト　

フ
ェ
ス
パ
」
の
指
定
管
理

者
で
あ
る
株
式
会
社
い
き
な
ス

ポ
レ
ク
に
補
助
金
と
し
て
２
，

７
５
０
万
円
を
支
出
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
町
は
、

平
成
31
年
２
月
８
日
、
議
員
協

  

第
５　

監
査
の
結
果

議
会
に
て
議
会
に
対
し
、
７
月

豪
雨
災
害
支
援
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
、
平
成
31
年
２
月
15
日

に
第
１
回
上
島
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
平
成
30
年
度
上
島
町

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

を
上
程
し
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

会
は
、
重
要
案
件
と
し
て
予
算

決
算
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と

と
し
、
当
委
員
会
は
、
２
月
20

日
及
び
２
月
28
日
の
両
日
、
長

時
間
に
わ
た
り
、
慎
重
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
、
平
成
31
年
３

月
８
日
、
第
１
回
上
島
町
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
予
算
決

算
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
２
，

７
５
０
万
円
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
こ
と
が

審
査
結
果
と
報
告
さ
れ
、
そ
の

後
、
反
対
、
賛
成
の
討
論
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
可
決
成
立

し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第

１
項
の
監
査
請
求
に
よ
れ
ば
、

地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
又

は
職
員
の
財
務
会
計
上
の
具
体

的
な
行
為
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
議
会
の
議
決
の
当
否

に
ま
で
監
査
委
員
の
権
限
が
及

ぶ
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
最

高
裁
判
所
の
判
例(

昭
和
37
年

３
月
７
日
判
決)

か
ら
推
察
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
議
会
の

議
決
に
よ
り
支
出
さ
れ
た
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
違
法
性
は
な

い
も
の
と
解
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
町
に
よ
る
補
助
金
の
支
出

行
為
に
つ
い
て
、
監
査
の
結

果
、
補
正
予
算
成
立
後
に
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

❷ 

当
該
補
助
金
が
上
島
町
と

株
式
会
社
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
が

締
結
し
た
「
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ

ー
・
リ
ゾ
ー
ト　

フ
ェ
ス
パ
の

管
理
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」

第
35
条
の
不
可
抗
力
を
根
拠
と

す
る
損
失
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
７
月
豪
雨
が

広
島
、
愛
媛
に
わ
た
り
大
災
害

が
発
生
し
、
特
に
上
島
町
内
で

も
断
水
や
土
砂
災
害
が
多
く
発

生
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
十
分
根
拠
と
な
り
う
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
書
き
に

あ
る
「
施
設
利
用
数
の
増
減

は
、
不
可
抗
力
に
含
ま
な
い
も

の
す
る
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
平
常
時
に
お
け
る
記

述
で
あ
り
、
天
災
の
影
響
に
よ

る
利
用
者
数
の
増
減
に
は
当
た

ら
ず
、
協
定
書
違
反
で
は
な
い

と
理
解
で
き
ま
す
。

❸ 

フ
ェ
ス
パ
の
平
成
30
年
７

月
か
ら
10
月
ま
で
の
売
り
上
げ

の
減
少
が
７
月
豪
雨
に
起
因
す

  

第
６　

結
論

  

第
４　

監
査
の
実
施
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